
１１５ 大正時代 ワシントン会議 

                       (高橋･加藤友･山本Ⅱ･清浦)          
＜ 高橋是清 内閣＞(立憲政友会)      

 

1921 裕仁親王、 摂政 となる。 

1921 ワシントン会議   3条約実現 

 

 

･全権… 加藤友三郎 海軍大将 

 

1921 四か国条約  (日･米･英･仏)  

･ 太平洋 に関する 現状維持 を約束 

 

･不要になった 日英同盟廃棄 明記 

 

1922 九か国条約   

 蘭･英･米･ベルギー･仏･伊･日･中･葡 

･ 中国 における 領土保全･門戸開放  

 機会均等を約束。 

→旧ドイツ 山東省 権益を中国返還。 

 

1922 ワシントン海軍軍縮条約   

 主力艦の保有トン数を制限した条約 

 日本海軍は対米 7割を主張。 

 米（１０）：英（１０）：日（６） 

 仏（1.67）:伊（1.67） 有効期間 10年 

 

1922 元老山県有朋死去。首相奏薦の任を 

 持つ元老には 西園寺公望   

 

＜ 加藤友三郎 内閣＞(海軍大将)      

 

 

1922 日本共産党  …非合法のうちに成立 

1922 シベリア撤兵  完了  

 

1923 加藤友三郎病死、内閣総辞職。 

 

＜ 第二次 山本 内閣＞(準政党内閣)      

 

1923 関東大震災   (9月 1日 11時 58分) 

 

･住民の自衛団体 自警団 が組織 

･朝鮮人が井戸に毒を入れている！デマ 

→警察や自警団により数千人が殺害 

･京浜地区に 戒厳令 施行 

 

･ 亀戸事件    

 

･ 甘粕事件    

 

 

･1923 震災恐慌 

→山本内閣、 震災手形割引損失補償令   

 

･1923  虎の門事件   

 

→山本内閣総辞職。 

 

＜ 清浦奎吾 内閣＞(貴族院内閣)      

 

 

･清浦、内閣を貴族院議員で独占してしまう 

→ 第二次護憲運動   始まる 

 立憲政友会、憲政会、 革新倶楽部 の 

 の３政党が護憲三派を結成してたたかう 

 

大戦後のまとめ 

・戦勝国も戦後復興に苦しんでいました。 

・大戦後のスーパーパワーとなった国は 

  アメリカ でした。 

・日本は貿易立国です。特に 生糸 の輸 

 出をアメリカ市場に依存していました。 

・軍縮をはじめ、 原 内閣以降、歴代内閣 

 は 対米協調  に努めました。 


